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第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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   東大阪病院 理事長・院長 

 北野 均 

 

 

 向春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。また、

平素より当法人の運営にご理解とご協力を賜り有難うございます。 

 昨年10月、無事に旧病院より新病院への引っ越しが完了し、患者さんには以前の病院より格段に良好

な療養環境を提供することができるようになりました。 
 

 

▶快適な病室 
 
 

 基本的には4人部屋と個室で構成されており、コロナウイルス等の 

感染症に対応した陰圧装置付きの個室も用意しています。 

 病室が広くなり、車いすでの出入りが容易となりました。 

 〈病床数〉 

  ・回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟 ４人部屋 56床、個室  4床 

  ・障がい者施設病棟   ４人部屋 52床、個室  8床 

  ・一般病棟       ４人部屋 88床、個室 24床 

  ・緩和ケア病棟    全室個室23床(無料12床、有料11床) 

 
 

▶病棟の広い廊下 
 
 

 病棟廊下でリハビリ訓練を受ける患者さんもおられますが、新病

院では廊下幅が広くなり、ワゴンや電子カルテ用のパソコンを持っ

て移動するナースとのすれ違いで患者さんにお気遣いいただく事が

なくなりました。 

 

 
 

▶全館自動換気システム 
 
 

 全館24時間自動換気システムを導入し、ウイルスや細菌を院内に

滞留させない感染対策をおこなっています。１時間の間に３回の換

気が行われており、多床室で感染症の発症が発生した際、同室者へ

の感染リスクを大きく減少する事が可能になりました。 

 

 
 

 新しい建物になり、高齢の方でも安心して療養できる病院に生まれ変わりました。 

 これからは今まで以上に地域医療を担っておられる先生方や施設様のご要望を把握する事に努め、 

受診や検査等はもちろん入院や救急搬送のお受入れがスムーズに行えるように取り組んで参ります。 

 地域の医療関係者の皆様には入院が必要な患者さんがおられましたら、一度当院へご相談下さい。 

また新病院の運営につき、引き続きご指導承りますようよろしくお願い申し上げます。 

2024 

1月 
Vol.115 

 

  

↓
個
室 

↑
４
人
部
屋 

↓
病
室
の
換
気
口 

廊下の換気口↑ 



発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 

目次: 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。いつも東大阪病院に多くの患者さんをご紹介いただき誠にあり

がとうございます。 

 昨年10月1日に新しい病院に引っ越しを行い、新病院で初めてのお正月を無事に迎える事が出来て私ど

も地域連携部のスタッフもホッとしているところです。 

 新病院移転後は今まで以上に先生方からたくさんのご紹介を頂き、引っ越しの為に下がっていた稼働も

すぐに元に戻す事ができました。 

 ご紹介頂いた患者さんからも「きれいな病院だね。」「病室も過ごしやすい。」と新しい病院へのお褒

めの言葉を頂くと私達もうれしく思うと同時に、設備やアメニティだけでなく一人ひとりの患者さんにさ

らに満足して頂ける診療、検査、対応を心掛け実戦していかなければならないと気を引き締める毎日で

す。 

 地域連携部もこの1月から、新しい病院での新しい体制でスタートを切りました。長年地域連携課の課

長として現場を支えて頂いていた後藤が定年退職となり、新たに課長の宮田が責任者として地域連携課を

引っ張ってまいります。また、施設・救急の窓口担当者として副主任の内山が、クリニックの窓口担当者

としてリーダーの田中が先生方のもとにご訪問させて頂きます。 

 新病院のご紹介をもっとさせて頂きたいところですが、完成致しました「新・東大阪病院パンフレッ

ト」を同封致しましたので、ぜひご覧頂き新病院を身近に感じて頂ければと思います。 

また、この4年間、新型コロナウイルスの影響で、病診連携懇親会を開催できずにおりました。先生方か

ら当院医師が直接ご意見を頂戴する機会を作る事もできませんでした。今年は必ず病診連携懇親会を開催

して、先生方から直接新病院に対してのご意見、ご要望をお聞きしたいと考えております。今のところ従

来の10月開催ではなく、なるべく早くの5月開催で考えております。従来の太閤園から新会場での開催と

なりますので、新しい東大阪病院のスタートに相応しい病診連携懇親会にしたいと考えております。ご期

待頂ければと思います。 

 今年も、先生方との連携をよりスムーズに図れるように地域連携部一同頑張ってまいりますので、よろ

しくお願い致します。 

地域医療連携部 直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 東大阪病院 
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